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TEL 022-717-7880（外来）

　放射線治療には直線加速器による外部照射と密封小線源による腔内照射
や組織内照射、RI内用療法があります。初診時には、まず、放射線治療の適応
があるかどうかを、全身状態や画像、生化学検査等で判断いたします。照射
適応があれば、放射線治療計画を実施します。この治療計画には時間がかか
るため、通常は新患日とは別な日に予約をとるという形をとらせていただいて
おります。腫瘍による脊髄圧迫や腫瘍出血など、早急な治療が必要な場合は
その限りではありません。放射線治療は一般的に１回数分間の治療を1日1
回、週５回治療で、病状に応じて数回から30回程度の治療を行います。近年
では通院回数をできるだけ減らした治療も実施しています。更に、定位的放
射線治療（SBRT）や強度変調放射線治療（IMRT）といった先進的な放射線
治療も数多く行っています。2021年度からは最新のMRIリニアックを用いた
放射線治療を開始しました。この装置で前立腺癌や膵臓がん、腎臓癌などへ
の定位放射線治療を開始しています。その他、密封小線源治療においても三
次元的なCTガイド下で安全に実施しています。

放射線科

神宮 啓一科長

ほとんどすべての悪性腫瘍が対象となります。
また、神経内分泌腫瘍や甲状腺眼症、ケロイド、
血管腫なども適応となることがあります。

主な対象疾患

診療科WEB

　最新の医療機器を用いた画像診断業務と、血管造影や超音波等の画像技術
を用いて治療を行うインターベンショナル・ラジオロジー（IVR）を行っています。
　画像診断業務は単に画像を読むことではありません。患者さん毎に必要な医
学的情報を個別判断しながら、放射線被曝や造影剤・磁場の負担を必要最低
限に抑え、放射線技師との協力で最適化しています。CT、MRI、一般核医学検
査およびPET-CTは、年間約７万２千件の全てを当科が管理・読影しています。
依頼に応じて単純X線撮影の読影、超音波検査を施行しています。
　IVRは、経血管的な腫瘍や出血の塞栓術、動静脈奇形や内臓等の動脈・静脈
瘤塞栓術、腎動脈や四肢末梢、透析シャント、肺動脈等の血管形成術、頭頸部
癌の超選択的抗癌剤動注療法、先天性心疾患等、全身のIVRを行っています。
副腎静脈サンプリングは世界一の実績です。CTガイド下や超音波ガイド下に
行なう経皮的治療では、生検（肺、骨軟部等）、膿瘍ドレナージ、ラジオ波焼灼術
に加え、東北で唯一となる腎癌の凍結療法を行っています。いずれも数㎜の傷
で施行できる低侵襲な治療です。救急IVRは、365日体制で、外傷、産後出血、
術後出血、消化管出血等に対応しています。

放射線科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

高瀬 圭科長

TEL 022-717-7732（外来）

画像診断の対象となる疾患全般
各種のインターベンショナル・ラジオロジー
（IVR）の対象となる疾患全般
― IVRとはカテーテル等を用いた血管内治療
や画像ガイド下に行なう低侵襲治療です ―
例：小径腎癌（凍結療法）、内臓動脈瘤、体幹部
（肺・腎等）肺・内臓・四肢の動静脈奇形、難治
性喀血、各種画像ガイド下生検、各種腫瘍の塞
栓術、ステントグラフト留置後のエンドリーク、
透析シャントトラブル、肝細胞癌、四肢の閉塞
性動脈硬化症、椎体圧迫骨折、動注療法、外
傷、出血、静脈サンプリング、胆道疾患、原発性
アルドステロン症（ラジオ波焼灼治療） etc
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完全予約制

完全予約制

口腔修復系診療科

歯内療法科

咬合修復科
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院内共同利用施設

歯科インプラントセンター

口腔内科・リエゾンセンター

嚥下治療センター・歯科
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特殊診療施設

総合歯科診療部

顎口腔機能治療部

障がい者歯科治療部

顎顔面口腔再建治療部

周術期口腔健康管理部
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口腔回復系診療科

咬合回復科

歯周病科

口腔機能回復科
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口腔維持系診療科

口腔支持療法科

顎口腔画像診断科

歯科顎口腔外科（形態機能グループ）

歯科顎口腔外科（疾患制御グループ）

歯科麻酔疼痛管理科
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口腔育成系診療科

小児歯科

矯正歯科
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歯科部門

CLINICAL DEPARTMENT
[ Dental ]

　日頃より東北大学病院歯科診療部門にご支援を賜り、誠にありがとうございます。当院の基本理
念は、「患者さんに優しい医療と先進医療との調和を目指した病院」です。歯科診療部門はこの理念
を基に、医科歯科連携を基盤とした高次歯科医療を東北医療圏に提供すべく日々全力で取り組んで
います。
　当院は、全国的に見ても医科歯科連携が高いレベルで進んでいる大学病院です。医科と歯科が同じ
建物のなかで緊密に連携しているため、患者さんに高度で総合的な医療を提供できる点が当院の特
徴と言えます。人生100年時代を迎える中、歯科界が感じている以上に、医療機関には医科歯科連携
に対する潜在的な需要があると感じております。当院では、「愛し（医と歯）の関係」をキャッチコピーに
掲げ、医科歯科連携体制のもと、高度な専門医療や先端医療技術の提供に努めています。
　口腔内科・リエゾンセンターや嚥下治療センターでは、口腔粘膜疾患、口腔顔面痛、味覚障害、嚥下
障害など歯科的な難治性疾患に加え、全身疾患や医科領域の疾患が疑われる患者さんの紹介に対し
て、医科部門と連携して治療に取り組んでいます。また、各診療科、特殊診療施設でも、医科歯科連携
体制のもと、口腔内から全身を診る医療を提供していますので、対象となる患者さんがいらっしゃいま
したら、ぜひご紹介ください。
　一方、手術前後の口腔管理や、がん等に伴う口腔の苦痛症状の予防・軽減処置を要する患者さんに
おいては、定期管理が可能なステージで、地域の歯科医療機関との連携が不可欠となります。「愛し
（医と歯）の関係」を地域とともに進めるためにも、当院からの紹介についてもぜひともご協力いただき
ますようお願い申し上げます。
　これからも皆さまに「地域になくてはならない歯科診療部門」と思っていただけるよう、スタッフ全員の
力を結集して尽力してまいります。皆さまのご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

歯科診療部門長あいさつ

江草 宏

総括副病院長
（歯科診療部門長）
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